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夏夏のの看看護護体体験験でで              

初初めめてて夜夜勤勤のの仕仕事事をを体体験験  
  

夏休みを利用して、京都民主医療機関連合

会の病院や診療所で、看護学生のみなさんに

看護の現場を触れてもらおうと「夏の看護体

験」を行いました。 

 吉祥院病院では、昨年に引き続き深夜体験

を行いました。申し送りから始まり、体位変

換・おむつ交換の介助・車椅子での患者移送

介助をして、朝の介助見学に終わる大変充実

した内容でした。（もちろん休憩も２時間と

りました。）参加者の感想では、「夜勤でどん

なことをしているのかがよく分かって勉強

になった。」「１人１人違う患者さんへの対応

の仕方、治療の為の準備を行っていることが

分かった。」という内容が出されていました。 

また、京都協立病院では、北部医療を実感

できる内容で 2 日間の体験をおこないまし

た。他にも、中央病院の助産師体験や、第二

中央病院のオペ見学や訪問看護など、１５名

の看護学生さんが、看護の現場を体験しまし

た。みなさん「初めての体験でとても貴重な

体験だった」「学校での実習に生かしたい」

と好評でした。 

 

 

 

利用者さんの状態や気

分に合わせた看護を提

供することの大切さを

学んだ。常に利用者さ

んと目線を合わせて笑

顔で対応しておられた

姿が印象的だった。 

急性期病棟と療養病棟の両

方を見て、雰囲気を肌で感

じた。チーム医療の現場を

体験できて良かった。スタ

ッフの仕事ぶりをみて、心

を込めた看護の原点はここ

にあると感じた。 




